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第４学年 算数科学習指導案
は組 男子１９名 女子１９名 計３８名

指 導 者 宮 崎 憲 一 郎

１ 題 材 １けたでわるわり算

２ 題材について

(1) 本題材の位置とねらい

これまでに子どもたちは，ある数量を幾つかに等分したときの一つ分の大きさを求めたり，ある

数量の中に与えられた数量が幾つ分あるかを求めたりする活動を通して，除法の意味を明らかにし

てきている。また，除数が１位数で被除数が何十，何百の場合について，乗法九九を用いて計算で

きるように被除数を１０や１００のまとまりの幾つ分として計算する等し数の見方を広げてきてい

る。このような学習をしてきた子どもたちは，被除数を１０や１００のまとまりの幾つ分としてと

らえる単位の考えや除法では乗法九九を用いて計算の仕方を考えていこうとする類推的な考え方を

深めてきており，生活の具体的な場面で除法を用いて考えていこうとする意欲的な態度が見られる。

そこで，本題材では，除数が１位数で商が２，３位数になる場合の計算の仕方を考える活動を通

して，除法の意味や計算の仕方を理解し，除法の計算ができるようになることをねらいとしている。

そして，計算の仕方を考える中で，被除数を１０や１００をまとまりでとらえる単位の考えや除法

を乗法九九を用いるなどして考えてきた経験をもとに計算の仕方を考えていこうとする類推的な考

え方を一層深めていこうとするものである。さらには，除法に関心をもち，計算の仕方を考える活

動に意欲的に取り組みながら，自分なりの「問い」を連続・発展させていくこともねらいとしてる。

ここでの学習で培われた除法の見方や考え方は，除数が２位数の除法の計算の仕方や，小数や分

数の除法の意味と計算の仕方を考える学習へと発展していくものである。

(2) 指導の基本的な立場

除法の概念は，除法が用いられる具体的な場面において，具体物等を用いて実際に分けたり，そ

のことを絵や図，式に表したりしながら，除法の意味や計算の仕方を考えていく中で培われるもの

である。そこで，ここでは，除法の計算の仕方を考えさせることを通して，除数の乗法九九が使え

るように，被除数を１０や１００のまとまりでとらえて位ごとに分けて考えればよいことに気付か

せていきたい。そして，これまでの学習を基に考えた計算の仕方と本題材で初めて扱う筆算の各部

分とを結び付けて考えさせることにより，計算の仕方の理解を深めたり，計算の過程が簡潔・明瞭

に表されていて手際よく処理できる筆算のよさを味わわせたりしていきたい。

具体的には，まず，乗法九九１回適用の（２位数）÷（１位数）の場面を提示し，余りのある除

法の仕方を考えさせる。その際，被除数を，繰り下がりがあり余りが出しづらい数値にすることに

より，「これまでの計算と同じように除法も筆算できないだろうか」という「問い」をもたせるよ

うにする。そして，半具体物を用いた操作と筆算の各部分を結び付けて考えさせる活動を通して，

商はどの位に立てればよいか吟味させながら筆算の仕方をとらえさせるようにする。また，被除数，

除数，商，余りの間の関係について考えさせる中で，（被除数）＝（除数）×（商）＋（余り）と

表せることやこの式を使えば答えが正しいかどうか確かめられることに気付かせたい。

次に，（２位数）÷（１位数）で，乗法九九２回適用の場面を提示し，これまでの除法との違い

や似ている点に着目させ，「これも乗法九九を使って計算できないだろうか」という「問い」をも

たせるようにする。そして，半具体物を操作したり，絵や図，式などを用いたりしながら多様な解

決方法を考えさせたい。その中で，それらを比較・吟味することにより，被除数を位ごとに１０の

まとまりとばらでとらえて，大きな位から順に処理していく方が能率がよいことに気付かせたい。

また，それを筆算の各部分と結び付けることにより，筆算の仕方や仕組みを深く理解できるように

したい。

さらに，（３位数）÷（１位数）で乗法九九３回適用の場面を提示し，ここでも，これまでの除

法との違いや似ている点に着目させることにより，「被除数の桁数が増えても，同じ仕組みだから

計算の仕方を考え出せるのではないか」という「問い」をもたせるようにする。そして，「乗法九



- 2 -

九２回適用の計算と同じようにできるのではないか」という類推的な考え方から計算の仕方を考え

る活動を通して，これまで学習したきたことを生かそうとする態度を育てたい。

このような学習を通して，子どもたちは，単位の考えや類推的な考え方を深めたり，数感覚を豊

かにしたりしながら，自らの「問い」をより高次なものへと常に連続・発展させていこうとする態

度を身に付けることができると考える。

(3) 子どもの実態

本学級の子どもたちが，除法についてどのようにとらえているのかを調査してみると，次のよう

な結果であった。（調査人数３８人，質問紙法）

【調査１】 次の計算で，簡単にできるなと思うものは 【調査１】から，どの子どもも除法の

どれですか。 計算できるものの，被除数が大きな除法

ア ９÷３…３８人 オ ５７÷８…３３人 になると，商を容易に立てられなかった

イ １６÷４…３７人 カ ５１÷７…２９人 り，繰り下がりがあるために余りが出し

ウ １６÷３…３２人 キ ４７÷６…２８人 づらかったりと抵抗を感じている子ども

エ ５６÷７…３５人 ク ５１÷９…２９人 が増えている。

【調査２】 【調査２】からは，ほとんどの子ども

長さが８０㎝のテープがあります。このテープか が除法を用いる場面を，テープ図などの

ら９㎝のリボンを作ると何本できるでしょうか。ま 図や言葉を用いたり，同数累加の考えや

た，余りは何㎝でしょうか。考え方もかきましょう。 かけ算の逆算ととらえたりして考えるな

・ テープ図で考える（１７人） ど，除法をそれぞれにとらえて表現でき

9 ㎝ 9 ㎝ 9 ㎝ 9 ㎝ 9 ㎝ 9 ㎝ 9 ㎝ 9 ㎝ 8 ㎝ ている。その一方，答えは求められても

・ テープ図から配る操作を書き込む－包含除（３人） その過程を表現することを苦手とする子

・ 九九を用いて考える（５人） どもも見られる。そこで，自分の考えを

・ 筆算（３人） 表現できるように，アレイ図やタイル等

・ 同数累加の考えを用いて８を繰り返し引く（２人） の半具体物の操作を取り入れたり，友だ

・ アレイ図を用いて考える（１人） ちと学び合う場を設定してよりわかりや

・ 正しく求められない（７人） すい表現に気付いたりできるようにする。

【調査３】 次の計算をしましょう。また，考え方もか 【調査３】は，未習の問題であるが，

きましょう。（ ）は正答者数 ほとんどの子どもが商を出すことができ

①９０÷３（34）②３６÷３（31）③７２÷６（29） る。そして，被除数を分けて既習の乗法

考 え 方 ① 34 人 ② 31 人 ③ 29 人 九九を用いていこうとする子どもも多い。

筆算や筆算と同じ手順で考える ７人 ７人 １４人 ただ，９０や３６の場合，位ごとに分け

数を分けて九九を適用 １６人 １６人 ８人 て乗法九九を用いているものの，３６÷

逆算 ８人 ４人 ３人 ３を３÷３と６÷３として処理している

その他（アレイ図等） ３人 ３人 ４人 子どもがいる。また，被除数が７２のよ

うに位に分けても乗法九九を見出しにく

い数値になると，筆算を用いて考える子どもが増えた。このことから，数を多様に見て考えたりす

ることがまだ十分でないことや筆算の仕組みを理解しておらず形式的に処理していることが伺え

る。そこで，アレイ図やタイル等の半具体物の操作を多く取り入れたり，それを計算の部分と結び

付けたりする活動を通して，数の見方を広げ，筆算の仕組みについての理解を深めることができる

ようにする。

(4) 指導上の留意点

ア 計算の仕方の理解を深めたり，筆算のよさを感じたりできるようにするために，被除数に分け

方が多様な数値を設定したり，具体物やタイルなどの半具体物の操作と筆算の各部分とを結びつ

けながら考えさせるようにする。

イ 自分の考えをもち，表現することができるようにするために，半具体物の操作に取り組ませた

り，多様な計算の仕方を取り上げ比較・吟味する場を設けたりしてよりよい考えに気付けるよう

にする。

ウ 類推的な考え方を深めるために，問題場面においてこれまでの学習との共通点・相違点を明ら

かにし，既習の考えが使えるかどうか吟味させるようにする。このことにより，被除数の桁数が

増えても，これまでのように乗法九九や計算の仕方を用いて考えることができるのではないかと

いう「問い」をもたせられるようにする。
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３ 目 標

(1) 除数が１位数で商が２，３位数になる場合の除法に関心をもち，筆算形式の計算の仕方を考える

活動に意欲的に取り組み，自分なりの「問い」を連続・発展させていこうとすることができる。

(2)・ 単位の考えや類推的な考え方で，商が２，３位数になる場合の（２，３位数）÷(１位数)の計

算の仕方を考え，それを筆算の仕方と結び付けてとらえることができる。

・ (２，３位数)÷(１位数)の計算の仕方を考える中で，絵や図，半具体物の操作，乗法九九など

を用いた自分なりの解決方法を表現することができる。

(3) (２，３位数)÷(１位数)の筆算の仕方が分かり，筆算で正しく計算することができる。

４ 指導計画 （全１４時間：１３時間＋選択１時間）

小題材 「問い」と主な学習活動 教師の具体的な働きかけ

１ ５２÷９の筆算の仕方や商や余 ○ 筆算の仕組みとその仕方をと

わり算も筆算でで りの確かめ方を考え，筆算の仕組 らえさせるために半具体物を用

きるのかな。答えが みや除法の答えの確かめ方をまと いた操作と結び付けて考えさせ

あっているか確かめ める。 る。

られないかな。 ２ ４８枚の色紙を４人で分ける際 ○ 被除数を位ごとに分け１０の

の計算の仕方を考え，筆算の仕方 まとまりの幾つ分でとらえれば

九九が使えないわ と結び付けながらまとめる。 既習の乗法九九を用いることが

り算は，どうやって できることに気付かせるために，

答えを求めればいい ３・４ ７２枚の切手を３人で分ける際 タイルやアレイ図等の半具体物

のかな。 の計算の仕方を考え，筆算の仕 を操作して考えさせる。

方と結び付けながらまとめる。 ○ 筆算の上の位から計算するこ

九九が使えないわ ・位ごとに分けると…？ とは，大きな集まりから分ける

り算の筆算は，どの ・７２をどうやって分けよう？ 意味であることをとらえさせる

ようにすればいいの ７２ ６０÷３ ために，タイル等の操作や既習

かな。 １２÷３ を用いて考えた計算の仕方と筆

５ 余りがある場合や商に０が立つ 算を結び付けて考えさせる。

本時 わりきれないとき 場合の除法の筆算について考え， ○ 商の一の位に０を書く必要性

２／４ には，どうすればい まとめる。 や余りについて気付かせるため

いのかな。 ６ ６３９÷３の計算の仕方をまと に，結果を見積もらせたり，商

める。（商が３けた） に立てた数の意味を考えさせる。

３けた÷１けた ７ ５３６÷４の計算の仕方をまと ○ 被除数が３位数になった場合

も，同じように筆算 める。（商が３けた） でも，これまでと同様に考えて

でできないだろう ８ ２５４÷３の計算の仕方をまと 計算できることに気付かせるた

か。 める。（商が２けた） めに，具体的な除法の場面と結

９ 商に空位がある筆算や簡単な（２ び付けて考えさせる。

もっと工夫して計 位数）÷（１位数）の暗算の仕方 ○ 暗算も筆算と同じように大き

算できないかな。 をまとめ，様々な問題を解く。 な位から計算すれば他の計算の

10 問題場面から数量の関係をとら 仕方よりもしやすいことに気付

どのように考えて え，式に表す。 かせるために，念頭操作を図式

どんな式にすればい 11 既習事項のまとめをし，練習問 化させる。

いのかな。 題を解く。 ○ 根拠をもって演算決定をさせ

12 １から６までの６枚のカードを るために，問題場面を絵や図，

いろいろなわり算 使って，いろいろな条件に合うわ 数直線に表させる。

をしてみたいな。け り算をつくる。 ○ 除法の理解を更に深めるため

たが大きくなっても 13・14 に，６枚のカードを使って条件

計算できるのかな。 既習事項のまとめをし，練習問題 に合うようにわり算を作らせ桁

や選択問題に取り組む。 数が多くなっても，これまで同

様に計算できることを確かめる。
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５ 本 時（３／１４）

(1) 目標

（２位数）÷（１位数）で，乗法九九２回適用の計算の仕方を考える活動を通して，乗法九九と

結び付けながら被除数を分けて考える計算の仕方と筆算の部分とを対応させて考えることができる

とともに，除法は大きな位から計算すればよいことに気付くことができる。

(2) 指導に当たって

本時の指導では，除法の筆算の仕方を理解する上でも，加法や減法などと違い大きな位から計算

した方がよいということに気付かせていくことが大切である。そこで，切手シートを分けて配る操

作や被除数を乗法九九と結び付けながら分けて考える計算の仕方と筆算の仕方を対応させ，分けた

数の大きさとその処理の順序を意識させながら展開していく。

(3) 実際

過 程 主 な 学 習 活 動 時 間 教師の具体的な働きかけ

１ 学習課題を受けとめる。 （分） ○ 数の見方を広げ，「これも九

学習課題 ７２枚の切手を３人に同じ数ずつ配り 九を使って計算できるのではな

の受け止 ます。一人分は何枚になるでしょうか。 いか」という「問い」をもたせ

め （１） 自分なりの考えをもつ。 るために，切手シート（縦12枚

・ 式は７２÷３でよさそうだな。 ×横６枚）を提示し，被除数の

試行 ・ 答えは１０よりもずっと大きい。 １０ ７２に着目させて考えさせる。

（２） 気付いたことや考えたことを発表する。 ○ 学習問題を焦点化するために，

・ ４８÷４のように，位ごとに分ける 前時の学習と比較して，数値の

だけでは，計算できそうにないな。 違いや難しいと感じる理由を明

・ 筆算で計算できるのかな。 らかにしていく。

２ 学習問題を焦点化する。 ○ 一人一人が被除数を分けて計

学習問題 位ごとに分けて計算できないわり算は， 算の仕方を見出せるように，既

の焦点化 どうやってすればよいのだろう。 習の学習を振り返ったり，切手

３ 自分なりの方法で解決する。 シートを切り取ったりしながら，

① □×３＝７２の□を考える。 一人分が何枚になるかを考えさ

② ７２から３を繰り返しひき，０にな せる。

試行 ったときの回数で考える。 ○ 筆算の仕組みや仕方に気付か

③ 筆算で考える。 せるために，出された考えの中

④ ７２を多様に分けて計算する。 から筆算と共通する考えはどれ

４ 各自が考えた方法について発表し合い， ２５ かを話し合わせ，その考えにつ

話し合う。 いて比較・吟味させる。

○ ○ ○ ○ 筆算は，大きな位から順に処

理していることに気付かせるた

めに，分けた数をどのように配

れば能率的かを，切手シートや

確 認 タイルの配り方を実際に操作し

たり，図に表したりしながら考

えさせる。そして，筆算と結び

付けながら筆算の仕方を確かめ

７２ ６０÷３＝２０ させる。

１２÷３＝４ ○ 自分や友だちの考えのよさを

５ 本時の学習について確認する。 実感させたり，次の時間に取り

わり算は，位ごとに分けて，まず大き １０ 組んでみたいことをもたせたり

な位のまとまりを分け，次に残った余り するために，分かったことや次

と一の位のばらを合わせて分ければよい。 してみたいことという観点で振

適 用 ６ 他の場合についても，同じ考え方ででき り返りを行う。

るか確かめる。 ○ 「問い」を連続・発展させる

ま と め ・ ８４÷３ ために，次は切手の枚数が何枚

７ 本時の学習のまとめする。 だったら解けそうか尋ねる。

２４

３）７２

６

１２

１２

０

１０ １０ １０１０１０ １０１０

１

１
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５ 本 時（３／１４）

(1) 目標

（２位数）÷（１位数）で，乗法九九２回適用の計算の仕方を考える活動を通して，乗法九九と

結び付けながら被除数を分けて考える計算の仕方と筆算の部分とを対応させて考えることができる

とともに，除法は大きな位から計算すればよいことに気付くことができる。

(2) 指導に当たって

本時の指導では，除法の筆算の仕方を理解する上でも，加法や減法などと違い大きな位から計算

した方がよいということに気付かせていくことが大切である。そこで，切手シートを分けて配る操

作や被除数を乗法九九と結び付けながら分けて考える計算の仕方と筆算の仕方を対応させ，分けた

数の大きさとその処理の順序を意識させながら展開していく。

(3) 実際

過 程 主 な 学 習 活 動 時 間 教師の具体的な働きかけ

１ 学習課題を受けとめる。 （分） ○ 被除数７２の見方を広げ，「こ

学習課題 □枚の切手を３人に同じ数ずつ配りま れも九九を使って計算できるの

の受け止 す。１人分は何枚になるでしょうか。 ではないか」という「問い」を

め （１） 自分なりの考えをもつ。 もたせるために，切手シートを

・ １０×７とばらが２枚だから，□に 提示し，どのように切手の枚数

試行 入る数は７２だ。 を数えたかを尋ねるようにする。

・ ３０と３０と１２ともみれるよ。 ○ 一人一人が被除数を分けて計

（２） 気付いたことや考えたことを発表する。 １５ 算の仕方を見出せるように，既

・ まず１０ずつ配っていって，残りの 習の学習を振り返ったり，切手

１２を３人に配れば一人２４枚だ。 シートを切り取ったりしながら，

・ いろいろな配り方があるけど，この 一人分が何枚になるかを考えさ

方法は時間がかかって面倒くさいよ。 せる。

・ 筆算でもできるよ。でも，どうして ○ 学習問題を焦点化するために，

学習問題 こうなるのか理由は言えないな。 前時の学習と比較したり，数値

の焦点化 ２ 学習問題を焦点化する。 の違いや難しいと感じる理由を

７２÷３は，どうしてこのような筆算 明らかにしたりしていく。

になるのだろう。 ○ 筆算の仕組みや仕方に気付か

試行 ３ 自分なりの方法で解決する。 せるために，出された考えの中

・ どの配り方と同じなのだろう。 から筆算と共通する考えはどれ

４ 各自が考えた方法について発表し合い， かを話し合わせ，その考えにつ

話し合う。 ２０ いて比較・吟味させる。

○ ○ ○ ○ 筆算は，大きな位から順に処

理していることに気付かせるた

めに，分けた数をどのように配

れば能率的かを，切手シートの

配り方を実際に操作したり，図

に表したりしながら考えさせる。

そして，筆算と結び付けながら

筆算の仕組みを確かめさせる。

７２ ６０÷３＝２０ ○ 自分や友だちの考えのよさを

１２÷３＝４ 実感させたり，次の時間に取り

確 認 ５ 本時の学習について確認する。 組んでみたいことをもたせたり

わり算は，位ごとに分けて，まず大き するために，分かったことや次

な位のまとまりを分け，次に残った余り １０ してみたいことという観点で振

と一の位のばらを合わせて分ければよい。 り返りを行う。

適 用 ６ 他の場合についても，同じ考え方ででき ○ 「問い」を連続・発展させる

るか確かめる。 ために，次は切手の枚数が何枚

ま と め ・ ８４÷３ だったら解けそうか尋ねる。

７ 本時の学習のまとめする。

２４

３）７２

６

１２

１２

０

１０ １０ １０１０１０ １０１０

１

１
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